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アドビ、PDF を再構築 

Acrobat に Adobe Firefly の機能を導入し、Acrobat AI Assistant

で複数ドキュメントの対話型 AI 体験チャットをサポート 

 Acrobat に商業的に安全に使えるように設計された Adobe Firefly の機能を導入し、PDF 上で直

接、手軽に魅力的なビジュアルを作成、編集することが可能に 

 Acrobat AI Assistant は複数のドキュメントをサポートすることで生産性を加速。PDF、Microsoft 

Word、Microsoft PowerPoint、テキストファイルなど、複数のドキュメントに対して質問をした

り、インサイトを得たり、コンテンツを作成したりすることが可能に 

 2024 年 6 月 18 日から 6 月 28 日まで Acrobat AI Assistant に無料でフルアクセスできるキャンペ

ーンを実施 

 

※当資料は、2024 年 6 月 17 日（米国時間）に米国本社から発表されたプレスリリースの抄訳版で

す。 

 

【2024 年 6 月 17 日】 

Adobe（Nasdaq: ADBE）（本社：米国カリフォルニア州サンノゼ、以下アドビ）は本日、Adobe 

Acrobat における AI の大幅な革新を発表し、デジタルドキュメントにかつてない創造性と生産性をも

たらします。6 月 18 日より、Acrobat のユーザーは、テキストプロンプトを使用して、現在流通して

いる約 3 兆枚の PDF 内に Adobe Firefly で画像を生成したり、編集できるようになります。Acrobat は

アプリ内で画像生成機能を提供する最初の PDF ソリューションです。また、Acrobat Reader と

Acrobat のワークフローに深く統合された対話型エンジンである「Acrobat AI Assistant」の新機能によ

り、ユーザーは PDF ドキュメントやその他の形式（Microsoft Word、Microsoft PowerPoint、テキス

トファイルなど）のファイルを複数選択し、それら全体を横断して情報を取得したり、質問をした

https://acrobat.adobe.com/link/acrobat/assistant-home?x_api_client_id=adobe_com&x_api_client_location=chat_pdf
https://news.adobe.com/news/news-details/2024/Adobe-Reimagines-Acrobat-Bringing-Firefly-AI-to-PDFs-and-Expanding-Use-Across-More-Document-Types/default.aspx
https://www.adobe.com/jp/acrobat.html
https://www.adobe.com/jp/acrobat.html
https://www.adobe.com/jp/products/firefly.html
https://www.adobe.com/acrobat/generative-ai-pdf.html
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り、インサイトを得たりできるようになるほか、コンテンツの作成も可能になります。さらに、AI 

Assistant の議事録作成機能の強化も発表しました。日本語版の提供開始時期は未定です。 

 

アドビの Document Cloud のシニアバイスプレジデントであるアビギャン モーディ（Abhigyan 

Modi）は、次のように述べています。「アドビは編集と共有から保護と書き出しに至るまで、一貫し

て PDF を革新し続け、静的なページからコラボレーティブなワークスペースへと変貌させてきまし

た。生成 AI によって、私たちは新たな文書タイプにわたる画像生成とインサイトでこのカテゴリーを

再び前進させます。シンプルなプロンプトで容易に素早く、情報を説得力のあるコンテンツに変換す

るための深い分析と能力をユーザーに提供します。」 

 

Adobe Firefly が PDF に初めて対応 

Acrobat の新機能により、ユーザーはアプリを起動したまま、ドキュメント内の画像に手を加えた

り、生成 AI を使用して魅力的な新規画像を生成したりできるようになります。主な機能は以下の通り

です。 

 Acrobat の「画像を編集」には、Firefly を活用した「生成塗りつぶし」、「背景の削除」、

「切り抜き」といった使いやすいツールが用意されており、ドキュメントに含まれる画像コン

テンツの追加、削除、再構成を簡単に行うことができます。不要なオブジェクトの消去から背

景の削除、新しい画像の追加まで、ユーザーは PDF 内のビジュアルを完全に、簡単にコント

ロールできます。 

 Acrobat の「画像を生成」機能を使用すれば、Adobe Firefly Image 3 Model による、魅力的な

新しい画像を簡単に PDF に追加することができます。画像サイズやスタイルをすばやく調整

して、ドキュメントの任意の場所に追加することができます。この使いやすく強力なデザイン

ツールを使用すれば、画像を用いてプロフェッショナルかつクリエイティブに仕上げることが

できます。 

 

「画像を編集」と「画像を生成」は、Acrobat で誰もが簡単に、魅力的なビジュアルを作成できる機

能で、クリエイティブな専門知識は必要ありません。営業チームは、「画像を生成」機能を使ってテ

キストばかりのビジネスプランに業界の状況を反映した画像を追加し、ビジュアル面でのアピール力

を高め、読みやすくすることができます。起業家は、投資家向けのプレゼンテーション資料の画像を
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「画像を生成」と「画像を編集」機能でカスタマイズし、ストーリーに合わせて資料をアップデート

することができます。中小企業経営者は、「画像を生成」と「画像を編集」機能を使って、販促資料

の背景をさまざまな季節や文化的なイベントに合わせて瞬時に変更し、簡単に更新することができま

す。 

 

Acrobat AI Assistant で生産性と価値を向上 

調査、試験勉強、データ分析、あるいは議事録などの資料の読み込みを行う際、必要な情報がすべて

ひとつのファイル形式に統一されていたり、ひとつのドキュメントにまとめられていたりすることは

稀です。この障害を取り除くのが Acrobat AI Assistant の新機能で、誰もが迅速かつ簡単に、ドキュメ

ント内の情報からインサイトを得たり、コンテンツを整えて共有したりできるようになります。新機

能には下記が含まれます。 

 複数のドキュメントを横断してインサイトを取得：一連のドキュメントを選択し、それらに

共通するテーマやトレンドを発見し、異なるソースからの情報を集約することで、迅速な考察

から徹底的な調査までが可能です。これにより、インパクトのあるコンテンツを生成し、フォ

ーマットに落とし込むことができます。例えば、マーケターが PDF、Microsoft Word、

Microsoft PowerPoint のドキュメント群の情報から、Z 世代の顧客にリーチする方法を調査し

ようとしているとします。これらのドキュメントすべてを Acrobat AI Assistant にドラッグ＆

ドロップするだけですぐに、「これらのドキュメントで提示されている主なテーマの概要を説

明してください」などの推奨される質問が生成されます。マーケター自ら「Z 世代の SNS 利用

習慣はどのようなものですか？」といった質問をすることもできます。AI Assistant はドキュ

メント群の情報に基づいて回答を生成し、インテリジェントな引用が含まれるため、マーケ

ターは簡単にその回答の情報ソースを検証できるほか、素早いナビゲーションで、より詳細

な分析を行うことができます。さらに、マーケターはそれらのインサイトを特定の目的に合っ

たコンテンツにフォーマットすることもできます。例えば、「これらのドキュメントのキーポ

イントを電子メールに変換してください」と指示して、生成された文章を幅広いチームと簡単

に共有し、マーケティングキャンペーンに役立てることも可能です。 

 

 議事録作成機能：リモート会議は今日のナレッジワーカーにとって欠かせないものです。この

機能は会議の主催者、参加者、欠席者のために、議事録をもとに主要トピック、重要ポイン
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ト、アクションアイテムを含む、会議の内容がすばやく把握できる生成サマリーを自動的に作

成します。これにより、会議参加者がすぐに行動できるようにし、チーム全体を同じ方向に導

くことができます。また、音声コマンドによるモバイルアクセス機能により、音声を使ってど

こからでも AI Assistant と対話することが可能です。 

 

 

AI 活用における信頼性の構築 

アドビは、顧客データを使って生成 AI モデルをトレーニングすることはありません。Adobe Firefly や

Acrobat AI Assistant を含むアドビの AI 機能は、説明責任、責任、透明性というアドビの AI 倫理に沿

って開発されています。Adobe Firefly は、適切に管理された Adobe Stock 画像や著作権が失効したパ

ブリックドメイン画像を含む権利取得済みのコンテンツでトレーニングされており、安全に商用利用

できるよう設計されています。クリエイティブプロセスにおける生成 AI の使用に関する透明性を示す

ため、Adobe Acrobat の Adobe Firefly 搭載機能で作成または編集されたデジタルコンテンツに、自動

的にコンテンツクレデンシャルを付与し、ユーザーとの信頼関係を構築するデジタル成分表示ラベルが

提供されます。アドビは、トレーニング、テスト、多様な AI 倫理審査委員会が監督するレビュープロ

セスなど、設計から開発、展開までの標準化されたプロセスを構築し、ユーザーが安心して機能を使

用できるようにしています。その内容には下記が含まれます。 

 データセキュリティプロトコル：Acrobat Reader および Acrobat の AI  Assistant 機能は、エン

ジニアリングプロセス、事前処理および事後処理におけるテスト評価方法を含む、データセキ

ュリティプロトコルによって管理されています。 

 信頼性の向上： アドビは、LLM を受賞歴のある Liquid Mode と同じ人工知能と機械学習モデ

ルで補完し、ドキュメントの構造と内容を正確に理解することで、Acrobat AI Assistant のアウ

トプットの品質と信頼性を高めています。 

 LLM のガードレール：サードパーティの LLM を使用する際、アドビは中立的なアプローチを

とり、さまざまな顧客のユースケースに対応する最高峰のテクノロジーを選択しています。さ

らにアドビは、サードパーティの LLM に対して、アドビ独自の基準と一致する機密保持およ

びセキュリティプロトコルの使用することを契約上義務付けており、サードパーティの LLM

がアドビ の顧客データを手動で確認したり、トレーニングすることを禁止しています。 

https://www.adobe.com/ai/overview/ethics.html
https://www.adobe.com/jp/creativecloud/stock.html
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 AI データガバナンスの合理化：Acrobat AI Assistant は、企業の情報管理を維持し、幅広い企

業情報からではなく、ユーザーが提供した文書に基づいたインサイトを提供します。また、他

の形式のデータが分析され、意図しない目的で使用されることを防ぎます。 

 情報の引用元を表示：Acrobat AI Assistant は生成された回答に属性を含めることで、従業員

が情報の出典を簡単に確認できるようにします。また、アプリ内のメッセージで、AI Assistant

が提供する回答の出典を再確認するよう従業員に知らせることができます。 

 責任の共有：Acrobat Reader と Acrobat の AI Assistant によるアウトプットは、主にユーザー

自身が提供した文書に基づいています。ユーザーが Acrobat AI Assistant を使用する場合、責

任を持って機能を使用することに同意するものとなります。 

 

企業顧客のデータを保護するためのアドビの措置については、こちら（英語）をご覧ください。 

 

価格と提供時期  

Acrobat AI Assistant は、2024 年 6 月 18 日から 6 月 28 日まで誰もが無料でフルアクセスできます。ま

た、無料の Acrobat Reader および有料の Acrobat を利用しているユーザーは、AI Assistant のアドオン

サブスクリプションを購入することが可能です。AI Assistant のアドオンサブスクリプションの早期購

入価格は月額 4.99 ドルからで、9 月 4 日までご利用いただけます。Acrobat AI Assistant のサブスクリ

プションプランは、デスクトップ版、web 版、モバイル版の英語版で提供されており、他の言語にも

順次対応する予定です。2024 年 6 月 18 日より、Acrobat Standard および Acrobat Pro のすべての個人

ユーザーは、期間限定で、「画像を編集」と「画像を生成」機能で使用できる 250 生成クレジットを

追加料金なしで毎月受け取ることができます。「画像を編集」、「画像を生成」機能は、当面はデス

クトップの英語版のみでご利用いただけます。 

 

■「アドビ」について 

アドビはデジタル体験を通じて世界に変革をもたらします。 

アドビに関する詳細な情報は、web サイト（https://www.adobe.com/jp/about-adobe.html）をご覧く

ださい。 

 

https://blog.adobe.com/en/publish/2024/05/08/adobe-acrobat-ai-assistant-enterprise-our-commitment-data-governance-security
https://acrobat.adobe.com/link/acrobat/assistant-home?x_api_client_id=adobe_com&x_api_client_location=chat_pdf
https://www.adobe.com/jp/about-adobe.html
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